
社 会 貢 献【　　　　　　　　　　　　　　 】

在宅医療の時代に羽ばたく
訪問看護師育成プロジェクト

新任教員紹介【　　　　　　　　　　　　　　 】

地域学部

大 学 の 動 き【　　　　　　　　　　　　　　 】

フコイダンの制癌剤副作用抑制効果に
関する米国特許を取得　ほか

Student’s VOICE【　　　　　　　　　　　　　　 】

鳥大学生対談
米子キャンパスで学ぶ医学部生たち　編

話 題 の 研 究【　　　　　　　　　　　　　　 】

マリンナノファイバーの
医療分野への応用

学びを支える【　　　　　　　　　　　　　　 】

すべての学生の豊かな
学生生活を応援します！



　

鳥
取
大
学
工
学
分
野
の「
理
念
」は「
伝

統
的
工
学
と
他
の
学
問
分
野
の
成
果
を
課

題
解
決
の
た
め
融
合
利
用
す
る
総
合
学
と

し
て
の
工
学
教
育
を
目
指
す
」こ
と
で
す
。こ

の
理
念
に
も
と
づ
く
ミ
ッ
シ
ョン
と
し
て
、「
地

域
課
題
解
決
の
人
材
育
成
」、「
工
学
諸
分

野
の
融
合
型
研
究
の
展
開
」、「
地
域
産
業
の

振
興
・
地
域
の
知
識
社
会
化
の
推
進
」、「
社

会
人
の
学
び
直
し
へ
の
寄
与
」等
を
掲
げ
、

「
５
つ
の
附
属
セ
ン
タ
ー
」を
中
心
に
し
て
工

学
教
育
研
究
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
最

大
の
強
み
と
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
面
で
は
従
来
の
伝
統
的
工
学
分
野

に
立
脚
し
つつ
、も
の
づ
く
り
教
育
実
践
セ
ン

タ
ー
等
が
中
心
と
な
って
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
に
学

ぶ
動
機
づ
け
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
」な
ど
の
特
色

あ
る
教
育
を
推
進
し
、研
究
面
で
は
、電
子

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
研
究
セ
ン
タ
ー
、地
域
安
全
工

学
セ
ン
タ
ー
、グ
リ
ー
ン・
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル・ケ

ミ
ス
ト
リ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
、先
端
融
合
研
究

セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、過
疎
社
会
問

題
・
地
域
防
災
な
ど
の
地
域
安
全
工
学
研
究

や
、低
環
境
負
荷
技
術
開
発
に
関
わ
る
研

究
、エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
技
術
開
発
に
関
わ
る
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
な
ど
、多
岐
多
様
に

わ
た
る
分
野
の
研
究
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
の
自
治
体
や
産
業
界
と
連

携
し
、液
晶
開
発
、生
物
応
用
工
学
研
究
、

画
像
診
断
研
究
等
の
工
学
諸
分
野
の
融
合

型
研
究
開
発
に
も
取
り
組
み
、地
域
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　

工
学
部
は
平
成
７
年
に
最
後
の
改
組
を

行
っ
て
以
来
20
年
間
、８
学
科
体
制
で
教
育

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
間
も
、社
会
情

勢
の
変
化
に
即
し
て
学
科
の
内
容
を
常
に

最
先
端
の
も
の
へ
と
改
め
て
い
ま
し
た
が
、時

代
の
ニ
ー
ズ
は
よ
り
複
雑
か
つ
多
様
と
な
り
、

企
業
の
求
め
る
人
材
も
、一つ
の
分
野
の
専
門

性
を
追
求
し
続
け
る「
Ｉ
型
」か
ら
、基
礎
と

な
る
幅
広
い
教
養
を
身
に
付
け
た
上
で
一つ

の
分
野
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く「
Ｔ
型
」へ
と

移
り
変
わ
って
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、今
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、基
礎

的
な
教
養
を
備
え
つつ
、さ
ら
に
２
つ
以
上
の

専
門
的
な
知
識
を
併
せ
持
つ「π
型
」の
人
材

で
す
。進
歩
の
著
し
い
現
代
に
お
い
て
、企
業

は
即
戦
力
と
な
る
高
度
な
技
術
者
を
必
要

と
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、地
方
国
立
大
学
と
し
て
の
重
要
な

役
割
に
は
、「
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
人

材
の
養
成
」も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。特
に
鳥
取

県
は「
人
口
減
少
・
高
齢
化
を
先
取
り
す
る

地
域
」で
す
。こ
の
地
域
性
を
活
か
し
た
実

践
的
な
工
学
教
育
を
展
開
し
、今
後
の
日

本
が
抱
え
る
諸
問
題
に
対
し
て
、工
学
技
術

を
駆
使
し
て
解
決
で
き
る
能
力
を
有
す
る

人
材
養
成
を
行
う
こ
と
こ
そ
、地
方
国
立

大
学
で
あ
る
鳥
取
大
学
工
学
部
の
責
務
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、鳥
取
大
学
工
学
部
は
、機
械
系
、

電
気
系
、化
学
系
、土
木
系
と
い
う
伝
統
工

学
の
刷
新
を
図
り
、50
周
年
と
な
る
平
成
27

年
度
に
改
組
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
改
組

に
よ
り
、こ
れ
ま
で
の
８
学
科
か
ら
新
た
に

機
械
物
理
系
、電
気
情
報
系
、化
学
バ
イ
オ

系
、社
会
シ
ス
テ
ム
土
木
系
の
４
つ
の
学
科
へ

と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。学
生
定
員
は
、

学
部（
4
学
科
）4
5
0
名
で
、鳥
取
大
学

生
全
体
の
４
割
以
上
を
占
め
ま
す
。大
学
院

生
定
員（
博
士
前
期
課
程
1
5
3
名
、博
士

後
期
課
程
2
1
名
）も
合
わ
せ
て
、鳥
取
大

学
最
大
の
学
生
数
を
擁
す
る
教
育
研
究
組

織
と
な
り
ま
す
。

　

各
新
学
科
で
は
、従
来
の
伝
統
的
工
学

分
野
に
深
く
関
連
し
、幅
広
い
工
学
に
関
す

る
基
礎
的
な
ス
キ
ル
を
深
め
な
が
ら
、２
つ
以

上
の
高
度
な
専
門
性
を
体
系
的
に
教
育
で

き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
し
、大
学
院
進
学

希
望
者
に
は
よ
り
広
い
選
択
肢
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、附
属
５
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

た
実
践
的
工
学
教
育
を
通
じ
て
、工
学
的

諸
問
題
に
対
し
て
高
い
技
術
を
駆
使
し
解

決
で
き
る
理
工
系
の「
π
型
」人
材
を
養
成

し
ま
す
。

　

鳥
取
大
学
工
学
部
は
、日
本
が
高
度
成
長
期
に

あ
っ
た
昭
和
40
年
に
、地
域
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
、

「
広
く
工
学
に
関
す
る
知
識
を
授
け
、深
く
専
門
の

学
芸
を
教
授
・
研
究
し
、知
的
、道
徳
的
及
び
応
用

的
能
力
を
展
開
さ
せ
る
」こ
と
を
目
的
に
、機
械
工

学
科
と
電
気
工
学
科
の
２
学
科
で
発
足
し
ま
し

た
。そ
の
後
、工
業
化
学
科（
昭
和
41
年
）、土
木
工
学

科（
昭
和
42
年
）、電
子
工
学
科（
昭
和
43
年
）、海
洋

土
木
工
学
科（
昭
和
55
年
）、社
会
開
発
シ
ス
テ
ム
工

学
科（
昭
和
60
年
）が
増
設
さ
れ
、変
化
す
る
時
代

の
要
求
に
応
じ
て
、大
学
院
の
新
設
と
学
科
改
組
・

拡
充
を
行
い
、平
成
７
年
に
８
学
科
体
制（
機
械
、

知
能
情
報
、電
気
電
子
、物
質
、生
物
応
用
、土
木
、

社
会
開
発
シ
ス
テ
ム
、応
用
数
理
）と
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
院
は
平
成
20
年
に
、そ
れ
ま
で
の
博
士
前
期

課
程
８
専
攻
と
後
期
課
程
３
専
攻
か
ら
、博
士
前
期

課
程
・
後
期
課
程
そ
れ
ぞ
れ
４
専
攻（
機
械
宇
宙
工

学
、情
報
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
、化
学
・
生
物
応
用
工

学
、社
会
基
盤
工
学
）に
改
組
す
る
と
と
も
に
、教
員

集
団
を
大
学
院
所
属
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、社
会
の

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
柔
軟
な
学
部
教
育
の
提
供

お
よ
び
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
研
究
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
半
世
紀
に
巣
立
っ
た
２
万
人
を
超
え
る
卒

業
生
・
修
了
生
は
、鳥
取
県
を
は
じ
め
日
本
全
国
お

よ
び
世
界
の
様
々
な
分
野
で
中
核
的
人
材
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

工学部は創立５０周年を迎えたのを機に刷新された伝統工学のもと、無限の学びを支える
「３つの工学」を理念に時代のニーズに即した教育・研究を展開しています。

昭和40年当時の工学部棟建設風景、現在の工学部棟

鳥取大学工学部の50年沿革
平
成
27
年
4
月

機
械
物
理
系
学
科

電
気
情
報
系
学
科

化
学
バ
イ
オ
系
学
科

社
会
シ
ス
テ
ム
土
木
系
学
科

（
改
組
後
）

既
設
の
8
学
科
を
4
学
科
へ
改
組

平
成
7
年
4
月

応
用
数
理
工
学
科
の
設
置
に
よ
り

8
学
科
体
制

平
成
元
年
4
月

機
械
工
学
科
・
知
能
情
報
工
学
科

電
気
電
子
工
学
科
・
物
質
工
学
科

生
物
応
用
工
学
科
・
土
木
工
学
科

社
会
開
発
シ
ス
テ
ム
工
学
科

（
改
組
後
）

既
設
の
9
学
科
を
7
学
科
へ
改
組

昭
和
60
年
4
月

社
会
開
発
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
設
置

昭
和
55
年
4
月

海
洋
土
木
工
学
科
の
設
置

昭
和
50
年
4
月

資
源
循
環
化
学
科
の
設
置

昭
和
47
年
4
月

生
産
機
械
工
学
科
の
設
置

昭
和
43
年
4
月

電
子
工
学
科
の
設
置

昭
和
42
年
4
月

土
木
工
学
科
の
設
置

昭
和
41
年
4
月

工
業
化
学
科
の
設
置

昭
和
40
年
4
月

機
械
工
学
科
・

電
気
工
学
科
の
設
置

工
学
部
創
設



　

生
ま
れ
変
わ
っ
た
鳥
取
大
学
工
学
部
の

キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、「
未
来
の
工
学
、わ
か
る

工
学
、役
立
つ
工
学
」の「
３
つ
の
工
学
」で
す
。

　
「
未
来
の
工
学
」と
は
、「
研
究
」を
指
し
ま

す
。未
来
に
向
か
って
工
学
が
ど
う
機
能
し
て

い
け
る
の
か
。未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
の
は
、

学
生
が
教
員
と
共
に
取
り
組
む
研
究
で
す
。

専
門
的
に
究
め
た
高
度
な
研
究
で
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョン
が
見
つ
か
れ
ば
、そ
れ
が
社
会
に
還
元

さ
れ
、輝
か
し
い
未
来
へ
と
繋
が
り
ま
す
。工

学
は
未
来
を
創
る
学
問
な
の
で
す
。

　
「
未
来
の
工
学
」で
あ
る
た
め
に
は「
わ
か
る

工
学
」で
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。「
わ
か
る
工

学
」と
は
、つ
ま
り「
教
育
」で
す
。教
員
は
、学

生
が
未
来
に
向
け
た
研
究
に
進
む
た
め
の
知

識
を
十
分
に
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
、わ
か

り
や
す
い
教
育
の
提
供
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、最
も
重
要
な
の
は「
役
立
つ
工

学
」で
す
。工
学
の
研
究
は
、社
会
に
役
立
つ

も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
り
、つ
ま
り
、そ
れ
が

「
実
践
」で
す
。「
わ
か
る
工
学
」で
理
解
し
な

が
ら
教
育
を
受
け
、「
未
来
の
工
学
」を
研

究
す
る
。そ
の
研
究
を
実
際
に
行
って
、社
会

に
役
立
つ
技
術
を
発
信
し
て
い
く
。こ
の
３
つ

の
工
学
を
根
幹
に
、ハ
ー
ド
・ソ
フ
ト
の
も
の
づ

く
り
に
必
要
な
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
の
能

力
を
有
す
る
高
度
な
技
術
者
を
確
実
に
養

成
し
ま
す
。

　

鳥
取
大
学
に
は
他
大
学
に
先
行
し
て
地

域
に
根
差
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
る
地
域
学

部
が
あ
り
ま
す
。今
後
は
、地
域
学
部
と
も

連
携
し
、工
学
系
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化

し
て
、地
域
創
生
に
重
要
な
役
割
を
果
た

す
研
究
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

鳥
取
県
内
に
は
続
々
と
工
学
系
の
企
業

が
進
出
し
て
い
ま
す
。そ
の
分
野
は
、自
動

車
や
航
空
機
の
部
品
な
ど
を
製
造
す
る
機

械
系
か
ら
バ
イ
オ
系
、化
学
系
ま
で
多
岐
に

わ
た
り
、い
ず
れ
も
高
度
な
工
学
系
の
技
術

を
有
す
る
優
秀
な
人
材
を
求
め
て
い
ま
す
。

鳥
取
大
学
工
学
部
が
そ
の
受
け
皿
と
な
り
、

即
戦
力
と
な
る
幅
広
い
専
門
性
を
持
っ
た
研

究
者
、技
術
者
を
育
て
、雇
用
や
人
口
の
増

加
に
つ
な
が
る
地
域
創
生
の一
翼
を
担
っ
て
い

く
考
え
で
す
。

　

昭
和
40
年
の
創
設
以
来
、鳥
取
大
学
工
学

部
は
こ
れ
ま
で
の
50
年
で
、学
部
・
大
学
院
を

含
め
て
２
万
人
を
超
え
る
人
材
を
世
に
送

り
出
し
て
き
ま
し
た
。い
ず
れ
も
技
術
者
と

し
て
社
会
の
役
に
立
ち
、日
本
の
工
業
を
支

え
て
お
ら
れ
る
方
た
ち
ば
か
り
で
す
。そ
れ

は
鳥
取
大
学
工
学
部
の
歴
史
を
つ
く
っ
て
き

た
、こ
れ
ま
で
の
教
員
、歴
代
の
学
部
長
、卒

業
生
の
皆
さ
ん
、そ
し
て
学
部
事
務
の
方
々

の
努
力
の
賜
物
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
、次
の
50
年
へ
向
け
て
、鳥
取
大
学
工

学
部
は
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

「
３
つ
の
工
学
」を
根
幹
に
刷
新
さ
れ
た
伝
統

工
学
の
も
と
、地
域
と
の
強
い
連
携
を
も
っ

て
実
学
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、本
学
の
教

育
研
究
理
念
で
あ
る「
知
と
実
践
の
融
合
」

を
胸
に
、社
会
に
適
用
で
き
る
知
力
・
実
践

力
・
気
力
・
体
力
・コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と

いっ
た「
人
間
力
」の
豊
か
な
人
材
の
養
成
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、伝
統
的
工
学
と
他
の
学
問

分
野
の
成
果
を
課
題
解
決
の
た
め
に
融
合

利
用
す
る「
総
合
学
」と
し
て
の
工
学
教
育

を
提
供
し
、常
に
移
り
変
わ
る
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
て
進
化
す
る
無
限
大

な
工
学
部
で
あ
り
続
け
ま
す
。

工学部長

河田 康志
1957年、岡山県生まれ。理学博士。岡山
大学理学部化学科卒、大阪大学大学院
理学研究科博士課程（蛋白質研究所）修
了。のち京都大学理学部、米国アイオワ州
立大学研究員などを経て92年、鳥取大学
（生物応用工学科）へ。95年、英国オックス
フォード大学訪問教授。アルツハイマー病な
ど脳神経変性病の予防や治療につながる
可能性をもつタンパク質分子「分子シャペ
ロン」の研究を行う。00年より生物応用工
学科教授、医学系研究科機能再生医科
学専攻教授、化学・生物応用工学専攻教
授を経て13年より現職。

図１．学部構成の対照図

　

先
端
融
合
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、第
5
番

目
の
工
学
部
附
属
セ
ン
タ
ー
と
し
て
平
成

26
年
1
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。本
セ
ン

タ
ー
は
、鳥
取
大
学
の〝
学
〞、地
域
産
業

界
の〝
産
〞と
鳥
取
県
の〝
官
〞に
よ
る
産
・

官
・
学
連
携
事
業
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
で
あ

り
、そ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、①
地
域
産
業
に

係
る
教
育
・
研
究
拠
点
の
形
成
、②
地
域

産
業
に
係
る
次
代
の
技
術
者
・
研
究
者
の

養
成
、③
地
域
産
業
の
活
性
化
で
す
。こ

れ
ら
は
７
年
前
に
設
置
さ
れ
た
電
子
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
研
究
セ
ン
タ
ー
と
同
じ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
で
す
が
、本
セ
ン
タ
ー
で
は
、地
域
産
業

と
連
携
で
き
る
研
究
課
題
を
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。そ
れ
ら
は
、情
報
・
電
気
工
学
・

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
中
心
に
工
学
部

の
他
の
各
専
門
分
野
は
も
と
よ
り
、全
学

的
な
先
端
融
合
と
の
展
開
に
つ
い
て
も
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

先
端
技
術
に
よ
る
学
際
融
合
で
は
、単

な
る
異
業
種
の
企
業
や
研
究
者
の
集
ま

り
で
は
な
く
、共
通
の
研
究
課
題
に
対
し

て
異
な
る
専
門
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

が
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
乗

効
果
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。同

時
に
、そ
れ
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
る
新
規

な
技
術
、産
業
な
ど
の〝
創
生
〞を
大
い
に

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
産
業
に
関
連
し
た
先
端
融
合

研
究
の
拠
点
形
成
と
人
材
育
成

先
端
融
合
研
究
セ
ン
タ
ー

　

近
年
、激
甚
化
・
頻
発
化
の
傾
向
を

示
す
自
然
災
害
に
対
す
る
安
全
・
安
心

の
確
保
と
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
域
社

会
の
持
続
的
発
展
を
目
的
と
し
て
平
成

24
年
4
月
に
地
域
安
全
工
学
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
ま
し
た
。セ
ン
タ
ー
に
は
、「
安

全
防
災
部
門
」、「
社
会
シ
ス
テ
ム
部
門
」

お
よ
び「
情
報
部
門
」の
3
部
門
が
設
置

さ
れ
、地
域
社
会
の
防
災
・
減
災
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、地
域
が
自
立
し
持
続
的
な
社

会
を
形
成
す
る
た
め
の
技
術
の
確
立
お

よ
び
地
域
交
通
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

な
ど
を
目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、防
災
士
資
格
取
得
支
援
等
を

行
う
と
と
も
に
、防
災
や
ま
ち
づ
く
り
等

に
関
す
る
地
域
課
題
に
つ
い
て
の
相
談
に

も
の
っ
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
の
安
全
・
安
心
と

持
続
的
発
展
へ

地
域
安
全
工
学
セ
ン
タ
ー

　

化
学
の
力
で
人
類
社
会
の
持
続
的
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、平
成
24

年
10
月
に
グ
リ
ー
ン
・
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・

ケ
ミ
ス
ト
リ
ー（
G
S
C
）研
究
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
ま
し
た
。こ
の
セ
ン
タ
ー
は「
グ

リ
ー
ン
反
応
媒
体
」、「
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
」、「
グ
リ
ー
ン
触
媒
」、「
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
」、「
環
境
評
価
」の
5
部
門
か
ら

な
り
ま
す
。

　

イ
オ
ン
液
体
な
ど
新
し
い
グ
リ
ー
ン
反

応
媒
体
の
研
究
、安
全
で
大
容
量
の
シ
リ

コ
ン
電
極
リ
チ
ウ
ム
電
池
な
ど
の
グ
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
、高
活
性
固
体
酸
触

媒
な
ど
の
グ
リ
ー
ン
触
媒
の
創
製
、海
洋

性
バ
イ
オ
素
材
に
よ
る
機
能
材
料
の
創

製
、バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
有
用
物

質
生
産
な
ど
の
G
S
C
研
究
を
推
進
し
、

こ
れ
ら
の
研
究
を
通
し
て
地
域
社
会
に
産

業
を
興
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

G
S
C
は
国
際
的
な
潮
流
で
す
。こ
の

た
め
、国
際
的
視
野
と
課
題
解
決
力
を
も

つ
G
S
C
技
術
者
、研
究
者
育
成
の
た
め
、

海
外
か
ら
著
名
G
S
C
研
究
者
を
招
聘

し
、講
演
、質
疑
応
答
を
英
語
で
行
う

G
S
C
セ
ミ
ナ
ー
を
年
2
回
開
催
す
る
な

ど
の
G
S
C
啓
発
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
パ
ワ
ー
で

持
続
成
長
可
能
な
社
会
を
実
現
！

（
5
研
究
部
門
で
推
進
）

グ
リ
ー
ン
・
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
・

ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー

　

鳥
取
大
学
工
学
部
附
属
電
子
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
研
究
セ
ン
タ
ー（TE

D
R
E
C

）は
平
成

20
年
4
月
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。本
セ
ン

タ
ー
は
、①
液
晶
を
含
む
電
子
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
分
野
の
研
究
拠
点
の
形
成
、②
次
世
代

技
術
者
と
し
て
の
高
度
職
業
人（
工
学
博

士
）の
育
成
、③
電
子
デ
バ
イ
ス・
情
報
通
信

等
の
産
業
創
造
及
び
基
礎
研
究
の
実
用
化

に
よ
る
社
会
貢
献
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
特
許
や
研
究
論
文
等
の
多

く
の
研
究
成
果
を
挙
げ
、12
名
の
博
士
学

位
取
得
者
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。今
後
、

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、医
学
分
野
や
農
学
分

野
と
の
融
合
研
究
を
推
し
進
め
ま
す
。例

え
ば
、医
学
分
野
で
は
21
世
紀
の
医
療
診

断
や
手
術
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
生
体

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
、ま
た
農
業
分
野
に
お
い
て

は
植
物
工
場
用
の
光
源
パ
ネ
ル
の
研
究
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

地
域
社
会
に
拓
か
れ
た

〝
知
と
実
践
の
融
合
〞を
目
指
し
て

電
子
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
研
究
セ
ン
タ
ー

　

も
の
づ
く
り
教
育
実
践
セ
ン
タ
ー
の
主

な
機
能
・
業
務
は
、①
も
の
づ
く
り
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
展
開
、②
研
究
・
教
育

用
装
置
の
製
作
支
援
、③
学
生
の
自
主
的

な
も
の
づ
く
り
活
動
の
支
援
、④
も
の
づ

く
り
を
通
し
た
地
域
貢
献
で
す
。

　

将
来
の
技
術
立
国
を
担
う
創
造
性
豊

か
な
人
材
の
育
成
の
た
め
に
は
、技
術
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、問
題
発
見
・
解

決
能
力
、情
報
収
集
・
分
析
能
力
、ア
イ
デ

ア
創
出
力
な
ど
総
合
能
力
を
体
系
的
に

修
得
さ
せ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で

す
。本
セ
ン
タ
ー
で
は
、も
の
づ
く
り
の
一
連

の
プ
ロ
セ
ス
を
学
べ
る
教
育
環
境
を
提
供

し
、も
の
づ
く
り
教
育
を
実
践
す
る
と
共

に
学
内
に
お
け
る
教
育
・
研
究
を
支
援
し

つ
つ
、鳥
取
大
学
の
も
の
づ
く
り
と
創
造

的
人
材
育
成
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

実
際
の「
も
の
づ
く
り
現
場
」

か
ら
学
ぶ
、実
践
教
育
の
拠
点

も
の
づ
く
り
教
育
実
践
セ
ン
タ
ー学生フォーミュラプロジェクト

東日本大震災被災地の様子

TEDRECで開発した発光型液晶ディスプレイ



　今世紀における化学と生命科学は、産業の中心として期待され

ているだけでなく、環境・エネルギー問題の解決、健康・長寿な社会

の維持などを支える極めて重要な学問へと発展してきています。化

学バイオ系学科では、以下の５つの教育プログラムを設置し、化学

や生命科学を基盤とした高度な専門教育と最先端研究を通じて、

化学・医薬品・食品・エネルギーなどの産業や環境問題の解決に

貢献しうる、創造性豊かな人材を養成しています。

合成化学プログラム：薬品・化成品・高分子材料・生体機能材料

などを自在に設計・合成することにより、医薬品開発や化学プロセ

ス工業に貢献できる人材を養成します。

材料化学プログラム：新規な有機・無機材料を創製し、機能性を

評価することにより、化学的視点から次世代エネルギー問題や環境

問題を解決できる能力を有する人材を養成します。

グリーンケミストリープログラム：生体触媒や有機触媒などを活用す

るグリーン反応プロセスで環境問題を解決するために貢献できる人

材を養成します。

バイオサイエンスプログラム：化学的、物理的な視点から生命現象

を解明し、次世代の医療やバイオテクノロジーの開発基盤を提供で

きる人材を養成します。

バイオテクノロジープログラム：エネルギーや環境問題に対して微生

物を中心とした生物の機能を最大限に利活用した解決策を提案で

きる人材を養成します。

化学とバイオの幅広い専門知識で
新物質の創製・環境問題の
解決・生命機能の解明に
貢献できるエキスパートに

　ものづくりを支え、ものの原理・仕組みを物理・力学面より考究する

機械物理系分野は、製造業の基盤をなす、なくてはならない重要な分

野です。社会を支える先進的ものづくりに関わる機械工学および物

理工学、さらにはこれらを応用した航空宇宙工学やロボティクスの分

野に広がる教育と研究を行います。基幹技術と数学・物理学のスキ

ルでものづくりの最先端技術を担う人材を養成します。

　機械技術に関心がある学生はもとより、物理に関心がある学生

の学習意欲にも応えられるように、機械工学及び工学系の物理

現象の解析とその工学的利用方法に関する知識と技能教育を融

合しています。ものづくりのコアである機械工学プログラム、流体

現象・流体制御や熱エネルギーを主とする航空宇宙工学プログラ

ム、メカトロニクスやロボティクスを主とするロボティクスプログラム、

ものの原理・仕組みの物理・力学面を主とする物理工学プログラ

ムの4種類を設けています。

　自ら考え行動できる技術者の養成を目指し、新しい飛行体「未来

ビークル」の開発、「鳥取大学ロボットラリー」の開催、「鳥取大学

フォーミュラープロジェクト」の結成など、学生の自主的プロジェクトも

盛んです。

　卒業後の進路選択にあたっては、就職担当教員や研究室の指

導教員による個別指導に加えて、就職情報の公開、卒業生による

就業イメージ形成のためのOB/OG講演会などを開催し、学生の就

職活動をサポートしています。機械・電気・素材・情報系企業や自動

車・航空・造船メーカーなど、幅広い分野で活躍が期待されます。

ものづくりの最先端技術を
支えるエキスパートに

社会システム工学と土木工学との融合　　

　社会システム土木系学科の教育は、社会システム工学と土木工

学を融合して、社会基盤構造物の設計・建設・維持管理、人口減

少や高齢化対応の社会計画、自然災害による影響の軽減、環境

調和型地域デザイン、製品やソフトウェアの品質管理などに関わる

ハードからソフトまで幅広くカバーしています。

　本学科では、人口減少・高齢化などに対応した社会のプランニン

グを主とする社会経営工学プログラムと、社会基盤構造物の設計・

建設技術を主とする土木工学プログラムの２つの教育プログラムを

設けています。両プログラムが扱うフィールドは、防災をはじめとする

市民生活の安全安心や豊かな社会環境の創造・保全など多岐に

わたります。特色として以下の二つが挙げられます。

（1） 国際的に質が保証された教育プログラム

世界水準に合致した質の高い教育プログラムを提供しています。日

本技術者教育認定機構（JABEE）による厳正な審査を受け、経営

工学関連分野、および、土木工学関連分野の教育プログラムとし

て認定されています。

（2） 課題発見・課題解決型の教育、フィールドワークにもとづ

く教育を重視

過疎集落での聞き取り調査，地域住民との現地踏査や防災計画

づくり、湖沼や河川での環境調査など，学んだ理論を実践する場を

用意しています。

社会基盤の建設技術から社会の
仕組みに関わる幅広い専門知識で
安全安心な社会の構築に
貢献できるエキスパートに 　鳥取大学工学部は今年創立５０周年を迎えます。この半世紀の

間に、社会は多品種少量生産・グローバル化へと移行しました。こ

のような社会の変化に応えるため、ハードウェアからソフトウェアまで

高度情報社会を支える幅広い知識を持つ人材の育成を目指して、

電気電子工学科と知能情報工学科は、電気情報系学科として再

編致しました。当学科では基礎研究のみならず、地域社会の活性化

に繋がる研究を積極的に行っています。例えば、近年、路線バスなど

の公共２次交通の利用者が減少し、高齢化社会を迎える上でその

維持が困難になっています。そこで、 路線バスに関する情報を発信

することで、利便性を高め、利用者数の増加に繋がるよう“バスネッ

ト”と呼ばれるシステムを開発・運営しています。基本機能は経路探

索ですが、バスの現在位置を示すことができるなど、様々な機能があ

り、一月あたり数万件のアクセス数を得ています。また、教育面にお

いても 夏休みの一日を使って小学生向けの電気に関する見学・体

験講座を開催しています。午前は、超高電圧、超伝導などの実験を

見学し、午後は、電池やラジオなどの工作を行います。平成11年か

ら実施しており、延べ500名を上回る小学生が参加しています。ま

た、補助者として参加する大学生にとっても、自らの電気に関する知

識・技術を再理解し、コミュニケーション能力の向上を図る場になっ

ています。今後も電気情報系学科の活躍にご期待下さい。

高度情報社会を支える
幅広い知識を持った
エキスパートに



訪問看護師の仕事

事業の概要

在宅医療推進支援室一同

図1. 事業の概要

　

近
い
将
来
、日
本
の
人
口
構
成
は
大
き
く

変
化
し
、団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な

る
頃
に
は
、わ
が
国
の
医
療
・
介
護
ニ
ー
ズ
は

劇
的
に
増
加
・
変
化
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す（
二
〇
二
五
年
問
題
）。

　

そ
れ
に
備
え
て
、現
在
、医
療
機
関
の
機
能

分
化
や
連
携
の
推
進
が
進
め
ら
れ
て
い
る
最

中
で
、日
本
全
体
が
ま
さ
に
病
院
医
療
か
ら

在
宅
医
療
の
方
向
に
大
き
く
舵
を
切
って
い
る

状
況
で
す
。

　

在
宅
医
療
と
は
、生
活
の
場
に
医
療
職
が

訪
問
し
て
、患
者
・
家
族
の
意
向
に
沿
い
な
が

ら
、全
人
的
・
包
括
的
医
療
を
提
供
す
る
こ

と
を
言
い
ま
す
。そ
の
な
か
で
、訪
問
看
護
師

は
、医
療
処
置
、病
状
観
察
、生
活
支
援
、リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
、タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
、相
談
な

ど
、幅
広
い
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。病
院
看

護
師
と
最
も
違
う
の
は
、訪
問
看
護
師
が
、

患
者
の
家
や
施
設
の
な
か
で
唯
一の
医
療
者

と
し
て
、責
任
を
持
っ
て
判
断
・
ケ
ア
・
相
談

を
行
って
い
る
こ
と
で
す
。こ
の
こ
と
は
、訪
問

看
護
師
の
仕
事
の
重
要
性
を
示
す
だ
け
で
な

く
、訪
問
看
護
師
自
身
に
と
っ
て
大
き
な
や

り
が
い
を
感
じ
る
場
面
と
な
って
い
ま
す
。

　

在
宅
医
療
へ
向
け
て
全
国
的
に
制
度
や

組
織
の
変
革
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、実
は
、

家
庭
や
地
域
で
実
際
に
住
民
の
看
護
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
訪
問
看
護
師
の
数
は
、今
後
に

見
込
ま
れ
る
需
要
の
急
増
に
ま
っ
た
く
追

い
つ
い
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
県
で
も
、訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

あ
た
り
の
看
護
師
数
が
少
な
く
、若
手
の

就
業
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、今
後
の
訪
問
看

護
を
担
う
人
材
を
一
段
と
拡
充
す
る
こ
と

が
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
平
成
26
年
度
末
に
、鳥
取
大
学
医

学
部
附
属
病
院
は
、鳥
取
県
の「
地
域
医
療

介
護
総
合
確
保
基
金
」を
活
用
し
て
、「
在
宅

医
療
推
進
の
た
め
の
看
護
師
育
成
支
援
事

業
」を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
は
、平
成
27
年
度
よ
り
、附
属

病
院
看
護
師
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
に
在

宅
医
療
推
進
支
援
室
を
設
置
し
て
、在
宅
生

活
志
向
を
育
み
訪
問
看
護
能
力
を
強
化
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
３
つの
コ
ー
ス
か
ら
な
る

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
し
ま
し
た
。新
人
か

ら
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
看
護
師
ま
で
、幅
広
い

層
を
対
象
に
し
た
こ
の
訪
問
看
護
師
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、独
自
性
が
高
い
と
し
て
文
部
科
学

省
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
取
り
組
み
で
す
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称
は
、「
在
宅
医
療
推

進
の
た
め
の
看
護
師
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
、

別
称
は「T

-H
O
C

ナ
ー
ス
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」で
す
。T-H

O
C

と
は
、Tottori - 

H
om
e O
riented C

are

の
略
で
、HO

C

（
ホ
ッ
ク
）は
、「
家
庭
や
地
域
を
志
向
し
た

看
護
ケ
ア
」を
意
味
す
る
私
た
ち
の
造
語

で
す
。こ
の
言
葉
に
は
、「
病
院
看
護
師
と

訪
問
看
護
師
が
協
同
し
て
在
宅
生
活
志

向
の
看
護
実
践
を
行
う
」と
い
う
事
業
理

念
と
と
も
に
、「H

O
C

ナ
ー
ス
が
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
大
き
く
羽
ば

た
い
て
活
躍
し
て
欲
し
い
」と
い
う
私
た
ち

の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

訪
問
看
護
師
な
ど
在
宅
分
野
の
人
材
が

少
な
い
理
由
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、大

き
く
分
け
て
次
の
３
つ
の
要
因
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。ま
ず
、在
宅
看
護
教
育
の
連
続

性
の
問
題
で
す
。看
護
学
生
は
在
学
中
に

在
宅
看
護
を
学
び
ま
す
が
、病
院
に
就
職

し
た
後
に
受
け
る
初
期
研
修
の
多
く
が
急

性
期
看
護
を
扱
う
の
で
、若
手
看
護
師
に

在
宅
の
志
向
が
育
ち
に
く
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。次
に
、訪
問
看
護
師
資
格
の
制

度
な
ど
訪
問
看
護
師
へ
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が

未
整
備
で
あ
る
た
め
、在
宅
分
野
へ
進
む
若

手
を
支
援
す
る
体
制
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に
、昨
今
の
在
宅

医
療
の
高
度
化
に
伴
い
、求
め
ら
れ
る
訪
問

企
画
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、①
若
手

看
護
師
へ
の
在
宅
生
活
志
向
教
育
の
充

実
、②
病
院
看
護
師
へ
の
訪
問
看
護
体
験

等
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
、③
訪
問
看

護
師
へ
の
訪
問
看
護
能
力
強
化
支
援
を
３

つ
の
大
き
な
柱
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
す
る
３
つ
の
コ
ー
ス

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
在
宅
生
活
志
向
を
も

つ
看
護
師
育
成
コ
ー
ス

　

新
任
や
就
業
後
間
も

な
い
病
院
勤
務
の
看
護

師
を
対
象
に
し
た
、在

宅
生
活
志
向
を
涵
養
す

る
た
め
の
３
年
間
の
コ
ー

ス
で
す
。基
礎
コ
ー
ス
の
２

年
間
は
、集
合
研
修
や

H
O
C

ノ
ー
ト
を
用
い
た

個
人
課
題
か
ら
な
り
、

続
く
実
践
コ
ー
ス
の
１
年

間
で
は
、訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
等
で
の
実
習

が
加
わ
り
ま
す
。

②
在
宅
医
療
・
看
護
体

験
コ
ー
ス

　

病
院
勤
務
の
３
年
目

以
上
の
看
護
職
を
対
象

と
し
た
６
ヵ
月
間
の
コ
ー
ス
で
す
。訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
実
習
や
退
院
後
家
庭
訪
問
を

体
験
し
て
、訪
問
看
護
に
つ
い
て
の
関
心
や

知
識
を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
、訪
問
看
護
師

を
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
ひ
と
つ
と
し
て
意
識
で
き

る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

③
訪
問
看
護
能
力（V

isiting N
ursing 

com
petency: V

N
C

） 

強
化
コ
ー
ス

　

訪
問
看
護
師
等
を
対
象
に
し
て
、訪
問

看
護
の
継
続
教
育
と
、高
度
化
し
た
在
宅
医

療
へ
対
応
す
る
た
め
の
訪
問
看
護
能
力
強
化

を
目
的
と
し
た
１
年
間
の
コ
ー
ス
で
す
。在
宅

医
療
・
処
置
・
管
理
等
に
つ
い
て
の
講
義
・
演

習
、事
例
検
討
等
の
中
か
ら
、受
講
者
が
経

験
や
希
望
に
応
じ
て
60
時
間
を
選
択
す
る

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の
研
修
で
す
。本
コ
ー
ス

は
、訪
問
看
護
師
と
し
て
の
再
就
職
を
希
望

す
る
潜
在
看
護
師
へ
の
復
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
の一部
で
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
３
つ
の
コ
ー
ス
は
、現
在
の
職
場
に

勤
務
し
な
が
ら
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、県
の

補
助
事
業
で
す
の
で
受
講
は
無
料
で
す
。

　

こ
の
事
業
遂
行
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た

在
宅
医
療
推
進
支
援
室
に
は
、専
任
４
名

を
含
む
５
名
の
教
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い

ま
す
。室
長
の
花
木
、大
草
智
子
副
室
長

（
前
附
属
病
院
看
護
部
長
）、山
西
由
希

子
特
命
助
教
、下
村
小
百
合
技
術
補
佐

員
、角 

裕
子
事
務
補
佐
員
の
５
名
は
、事

務
担
当
の
小
林
圭
太
総
務
課
学
事
係
長
、

角
田
ひ
ろ
み
同
主
任
と
と
も
に
、受
講
生

の
皆
様
に
実
り
あ
る
研
修
を
受
け
て
頂
け

る
よ
う
、全
国
に
先
駆
け
て
開
講
し
た
特

徴
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
さ
ら
に
拡
充
さ
れ

る
よ
う
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
契
機
と
し
て
、多
く
の

皆
様
が
訪
問
看
護
の
道
を
目
指
し
、さ
ら
に

キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。こ
の
事
業
に
よ
っ
て
地
域

の
訪
問
看
護
が
充
実
し
、皆
さ
ま
が
安
心
し

て
在
宅
医
療
を
受
け
て
頂
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

看
護
実
践
能
力
も
高
度
化
・
多
様
化
し
て

き
た
た
め
、経
験
の
浅
い
看
護
師
は
就
業
を

躊
躇
し
が
ち
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
３
つ
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、本
事
業
で
は
、大
学
病
院
を
中
心
と
し

て
、地
域
に
お
け
る
看
看
連
携
と
多
職
種

連
携
を
促
進
し
、地
域
の
看
護
職
、看
護

協
会
、医
師
会
、自
治
体
等
が
協
働
す
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
が

今
後
の
医
療
は
病
院
か
ら
在
宅
へ

在
宅
医
療
を
支
え
る
訪
問
看
護
師

訪
問
看
護
師
が
足
り
な
い
！　
　

在
宅
医
療
推
進
支
援
室
が

お
手
伝
い
し
ま
す

訪
問
看
護
師

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
設

３
つ
の
育
成
コ
ー
ス
の
特
徴

現
状
の
課
題
と
本
事
業
の
特
色

花
木 

啓
一

医
学
部 

保
健
学
科
・
教
授
／

医
学
部
附
属
病
院
看
護
師
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

在
宅
医
療
推
進
支
援
室
・
室
長



が
、マ
リ
ン
N
F
で
は
直
径
１０
か
ら
２０
ナ
ノ

メ
ー
ト
ル
の
非
常
に
細
い
繊
維
に
ほ
ぐ
れ
て

い
る
状
態
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す

（
図
１
b
）。マ
リ
ン
N
F
は
、透
明
な
ゲ
ル
状

の
外
観
を
し
て
い
ま
す（
図
２
）。

　

近
年
高
齢
化
に
伴
い
、褥
瘡（
床
ず
れ
）の

患
者
数
も
増
加
し
て
い
ま
す
。特
に
高
齢
者

の
場
合
は
、傷
が
治
り
に
く
く
な
って
い
る
場

合
も
多
く
、そ
の
治
療
は
現
在
の
医
療
に
お

　

鳥
取
県
は
、カ
ニ
の
水
揚
げ
日
本
一

を
誇
っ
て
お
り
、カ
ニ
の
加
工
等
に
よ

り
多
く
の
殻
が
廃
棄
物
と
し
て
出
て

き
ま
す
。こ
の
カ
ニ
殻
の
主
成
分
が
キ

チ
ン
と
呼
ば
れ
る
物
質
で
す
。本
学
で

は
、農
学
部
、工
学
部
を
中
心
と
し
て

30
年
以
上
の
キ
チ
ン
研
究
の
歴
史
を

有
し
て
お
り
、世
界
の
関
連
分
野
に

お
け
る
研
究
を
牽
引
し
て
い
ま
す
。

カ
ニ
の
殻
は
、キ
チ
ン
の
細
繊
維（
直
径

数
十
ナ
ノ
メ
ー
ト
ル
）が
何
重
に
も
重

な
り
、強
固
な
構
造
を
維
持
し
て
い

ま
す
。近
年
、工
学
研
究
科　

伊
福

伸
介
准
教
授
に
よ
り
カ
ニ
の
殻
か
ら

そ
の
細
繊
維（
ナ
ノ
繊
維
）の
抽
出
を

簡
便
に
行
う
技
術
が
確
立
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
技
術
に
よ
り
得
ら
れ
る
細
繊

維（
マ
リ
ン
N
F
）の
特
徴
は
、ゲ
ル
状

で
あ
る
こ
と
で
す
。現
在
本
学
で
は
、

こ
の
マ
リ
ン
N
F
の
医
療
、化
粧
品
、食
品
あ

る
い
は
農
業
分
野
へ
の
利
用
に
関
す
る
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

図
１
お
よ
び
２
で
は
、マ
リ
ン
N
F
の
電
子

顕
微
鏡
下
で
の
観
察
像
と
外
観
を
示
し
て

い
ま
す
。キ
チ
ン
で
は
細
い
繊
維
が
密
集
し

束
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
ま
す（
図
１
a
）

わ
り
と
し
て
、医
療
用
接
着
剤
が
使
用
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。医
療
用
接
着
剤
は
、

手
術
時
間
の
短
縮
を
目
的
と
し
て
使
用
さ

れ
ま
す
が
、感
染
を
起
こ
す
、あ
る
い
は
体

内
で
過
剰
な
炎
症
を
起
こ
す
と
いっ
た
場
合

も
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
私
た
ち
は
、キ
チ
ン
誘

導
体
と
マ
リ
ン
N
F
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
新
し

い
医
療
用
接
着
剤
の
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

キ
チ
ン
誘
導
体
に
マ
リ
ン
N
F
を
ブ
レ
ン
ド

す
る
こ
と
で
、接
着
剤
の
接
着
力
が
向
上
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。特
に
、従
来
の

接
着
剤
よ
り
も
短
時
間
で（
約
５
分
）接
着

可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。ま
た
、動
物
実
験
に
て
生
体
で
の
反
応
性

を
確
認
し
ま
し
た
。従
来
の
接
着
剤
と
比
べ

て
過
剰
な
炎
症
を
起
こ
す
こ
と
が
な
い
こ
と

も
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。つ
ま
り
、こ
の
生

体
接
着
剤
は
接
着
が
短
時
間
で
、接
着
力
も

十
分
で
か
つ
生
体
に
刺
激
の
少
な
い
接
着
剤

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
成

果
は
工
学
研
究
科　

斎
本
博
之
教
授
、生

命
機
能
研
究
支
援
セ
ン
タ
ー　

森
本
稔
准

教
授
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

マ
リ
ン
N
F
は
、医
療
分
野
以
外
に
も

様
々
な
分
野
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。特
に
、ゲ
ル
状
で
あ
る
と
い
う
形
状
は
も

標
の
た
め
に
連
携
を
図
っ
て
研
究
を
推
進
し

て
い
ま
す
。今
回
ご
紹
介
し
た
テ
ー
マ
に
関

し
て
も
、実
用
化
に
は
い
く
つ
か
の
ハ
ー
ド
ル

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。１
日
も
早
く
医
療
現

場
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
、現
在
も
継
続
し

て
研
究
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

と
よ
り
、透
明
な
フ
ィ
ル
ム
状
あ
る
い
は
シ
ー

ト
状
に
も
成
形
が
可
能
で
、そ
の
応
用
用
途

は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
、肌
へ

の
美
容
効
果（
化
粧
品
）、食
品
と
し
て
の
効

果（
腸
内
環
境
改
善
、肥
満
予
防
、小
麦
粉

生
地
の
強
化
）お
よ
び
農
業
分
野
で
の
有
用

性
な
ど
が
明
ら
か
と
な
って
い
ま
す
。特
に
化

粧
品
と
し
て
は
現
在
製
品
化
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。ま
た
、他
の
機
能
に
関
す
る
探
索
・

研
究
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鳥
取
大
学
に
は
、様
々
な
専
門
分
野
を

持
っ
た
キ
チ
ン
の
研
究
者
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。最
大
の
強
み
は
、研
究
者
同
士
の
横
の
つ

な
が
り
が
強
い
こ
と
で
す
。例
え
ば
、私
た
ち

は「
材
料
作
り
」に
関
し
て
は
素
人
同
然
で

す
が
、現
場
で
必
要
と
さ
れ
て
い
る
形
状
・

性
質
な
ど
を
伝
え
、工
学
部
に
て
そ
れ
に
合

わ
せ
た
材
料
を
作
製
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。そ
し
て
、そ
の
材
料
の
評
価
を
私
た
ち

が
行
っ
て
い
る
と
いっ
た
現
状
で
す
。研
究
者

の
数
の
問
題
な
ど
か
ら
、こ
う
いっ
た
体
制
は

他
の
大
学
な
ど
で
は
取
れ
て
い
ま
せ
ん
。日

本
一の
カ
ニ
の
産
地「
鳥
取
」だ
か
ら
こ
そ
可

能
な
研
究
体
制
な
の
で
す
。私
た
ち
研
究
者

の
共
通
の
目
標
は
、研
究
成
果
に
よ
っ
て
社

会
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。そ
の
共
通
の
目

層
の
再
生
を
、 　

は
真
皮
層
の
再
生
を
示

し
て
い
ま
す
。　　

　

そ
の一
方
で
、キ
チ
ン
塗
布
群
で
は
、皮
膚

の
再
生
は
不
完
全
で
表
層
は
か
さ
ぶ
た
で
覆

わ
れ
て
い
ま
し
た
。　 

は
か
さ
ぶ
た（
痂
疲
）

を
示
し
て
い
ま
す（
図
４
）。今
回
の
結
果
か

ら
、そ
の
量
が
少
な
く
て
も
マ
リ
ン
N
F
は

従
来
の
キ
チ
ン
よ
り
も
効
率
よ
く
、皮
膚
の

再
生
を
促
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。こ

う
し
た
マ
リ
ン
N
F
は
、床
ず
れ
な
ど
の
治

療
に
有
用
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。

な
お
、こ
れ
ら
一
連
の
研
究
は
工
学
研
究

科　

伊
福
伸
介
准
教
授
と
の
共
同
研
究
に

よ
り
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、外
科
手
術
の
時
な
ど
に
縫
合
の
代

け
る
一つ
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、糖
尿
病
の
よ
う
な
病
気
で
は
傷
が
治

り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。こ
う
い
っ
た

患
者
さ
ん
で
は
、傷
の
治
り
が
悪
く
な
る
こ

と
で
全
身
に
重
篤
な
症
状
が
出
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
、キ
チ
ン
が
傷
の
治

癒
の
様
々
な
過
程
に
働
き
か
け
、傷
の
治
り

を
よ
く
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。私

た
ち
は
、マ
リ
ン
N
F
が
傷
の
治
癒
に
与
え

る
影
響
を
実
験
的
に
確
認
し
ま
し
た
。

　

図
３
お
よ
び
４
で
は
、動
物
モ
デ
ル
に
お

け
る
結
果
を
示
し
て
い
ま
す
。ラ
ッ
ト
の
皮

膚
に
直
径
８㎜
の
穴
を
あ
け
、キ
チ
ン
あ
る
い

は
マ
リ
ン
N
F
を
２
日
に
１
回
、計
３
回
塗

り
ま
し
た
。穴
を
作
製
し
て
か
ら
８
日
目
に

は
、マ
リ
ン
N
F
塗
布
ラ
ッ
ト
で
は
ほ
ぼ
完
全

な
皮
膚
表
層
と
真
皮
層
の
再
生
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。図
３
に
お
い
て
、　 

は
皮
膚
表

鳥
取
大
学
と

キ
チ
ン
研
究

鳥
取
大
学
と

キ
チ
ン
研
究

マ
リ
ン
N
F
の

創
傷
治
療
へ
の
応
用

マ
リ
ン
N
F
の

創
傷
治
療
へ
の
応
用

マ
リ
ン
N
F
を
ブ
レ
ン
ド
し
た

医
療
用
接
着
剤
の
開
発

マ
リ
ン
N
F
を
ブ
レ
ン
ド
し
た

医
療
用
接
着
剤
の
開
発

マ
リ
ン
N
F
の

そ
の
他
用
途
へ
の
応
用

マ
リ
ン
N
F
の

そ
の
他
用
途
へ
の
応
用

鳥
取
大
学
の
強
み
を

生
か
し
た
研
究
を

鳥
取
大
学
の
強
み
を

生
か
し
た
研
究
を

カニの殻などを材料として作られるマリンナ

ノファイバー(マリンNF)には、皮膚に対して

あるいは食品として、様々な機能があるこ

とが明らかとなっています。特に最近、傷を

治すあるいは手術時の接着材への使用も

有効であることが示されています。私たち

は、鳥取の地の利を生かしたマリンNFの医

療分野への応用を目指し、日夜研究を

行っています。
農学部共同獣医学科 東  和生助 教

農学部共同獣医学科

東 和生助 教

昭和60年9月生まれ。岡山県岡

山市出身。平成22年鳥取大学農学部獣医学

科卒業、大阪市内の動物病院にて獣医師とし

て勤務の傍ら平成25年山口大学連合獣医学

研究科修了。農学部附属動物医療センター

勤務獣医師を経て平成25年9月より現職。

略 歴

臨床獣医学(創傷治癒をはじめ

獣医外科学、腫瘍学)、食品(成分)の動物モ

デルによる機能性評価

専　門

息子と遊ぶこと、料理(休日限定)趣　味

研究を一緒に行っている工・農学部の学生さん

図２．マリンNFの外観

図１．キチンとマリンNFの電子顕微鏡像。
aはキチン、bはマリンNFを示している。

図３．マリンNFの皮膚再生効果

図４．キチン塗布時の皮膚変化
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憲
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み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。私
は
、京
都
大

学
経
済
学
部
を
卒
業
後
、京
都
大
学
大
学

院
に
進
み
、京
都
府
庁
職
員
、岡
山
商
科

大
学
教
員
な
ど
を
経
て
、平
成
26
年
10
月
に
本
学
に
赴
任
し
ま
し
た
。専
門
分
野
は
地
域

経
済
学
で
す
。現
在
、私
は
学
部
に
お
い
て
地
域
経
済
論
と
地
域
振
興
論
、大
学
院
で
は

地
域
経
済
学
特
論
の
講
義
を
担
当
し
て
い
ま
す
。日
本
は
、今
、人
口
減
少
、少
子
高
齢

化
、財
政
危
機
な
ど
の
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。私
は
、日
本
が
こ
の
よ
う
な
多
く

の
困
難
な
課
題
に
直
面
す
る
中
で
、「
地
域
経
済
」の
視
点
か
ら
、地
域
の
持
続
的
発
展
の

可
能
性
や
地
域
振
興
政
策
の
あ
り
方
な
ど
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
出
身
地
は
鳥
取
県
の
倉
吉
市
で
す
。私
が
地
域
経
済
学
の
研
究
を
志
し
た
理
由

を
改
め
て
考
え
ま
す
と
、高
校
ま
で
暮
ら
し
た
倉
吉
が
原
点
に
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。子

ど
も
の
頃
、関
西
な
ど
に
遊
び
に
行
き
ま
す
と
、大
都
市
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、我
が

故
郷
と
の「
格
差
」を
実
感
し
ま
し
た
。小
学
5
年
生
の
時
に
は「
倉
吉
の
人
口
を
増
や
せ
」

と
地
元
新
聞
で
提
言
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。子
ど
も
な
が
ら
に「
故
郷
を
ど
う
発
展
さ

せ
て
い
く
の
か
」と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
す
ね
。そ
の
頃
の
故
郷
に
対
す
る「
想
い
」

が
、今
の
研
究
テ
ー
マ
に
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

鳥
取
県
は
、県
単
位
の
人
口
規
模
が
全
国
最
少
で
あ
り
、人
口
減
少
も
全
国
よ
り
20
年

以
上
早
く
始
ま
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
課
題
先
進
地
域
の
我
が
故
郷
を
ど
う
再
生
し

て
い
く
の
か
。鳥
取
大
学
の
教
員
の
一
員
に
加
え
て
い
た
だ
き
、故
郷
の
地
域
経
済
の
発
展

に
対
し
て
、直
接
、自
ら
の
手
で
取
り
組
め
る
立
場
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
本
当
に
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。「
東
京
」の
対
極
と
も
言
え
る「
鳥
取
」に
お
い
て
、「
東
京
」と
異
な
る「
豊
か

さ
」を
実
現
し
、全
国
に
情
報
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、こ
れ
か
ら
の
私
の「
夢
」で
す
。

教
授

岡
村 

知
子

地
域
学
部
地
域
文
化
学
科

准
教
授

　

私
は
山
口
県
の
高
校
を
卒
業
後
、大
阪

府
堺
市
に
あ
る
府
立
大
阪
女
子
大
学
に

入
学
し
ま
し
た
。府
立
大
学
の
統
合
に
と

も
な
い
、女
子
大
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、そ
の
後
大
阪
府
立
大
学
の
大
学
院
で
日
本
近

代
文
学
を
学
ぶ
道
を
選
び
ま
し
た
。

　

文
学
作
品
を
研
究
す
る
と
い
う
行
為
が
、具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
作
業
で
あ
り
、い
か
な

る
成
果
を
生
み
出
し
得
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、多
く
の
方
々
に
は
イ
メ
ー
ジ
し
づ
ら
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。文
学
研
究
の
根
底
に
は
、文
学
作
品
を〝
楽
し
む
〞に
と
ど
ま
ら

ず
、そ
こ
か
ら
何
か
を〝
学
ぶ
〞姿
勢
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、昭
和
六
年
の
満
州
事
変
に
始

ま
る
十
五
年
戦
争
下
お
よ
び
連
合
国
軍
占
領
下
に
作
品
を
執
筆
し
た
太
宰
治
は
、自
ら

の
生
き
た
時
代
を「
実
に
悪
い
時
代
で
あ
っ
た
」（「
十
五
年
間
」）と
書
い
て
い
ま
す
。太
宰
の

生
き
た
時
代
と
現
代
と
を
比
較
し
て
、〝
あ
ん
な
時
代
に
生
ま
れ
な
く
て
よ
か
っ
た
〞と
安

堵
す
る
こ
と
が
、果
た
し
て
私
た
ち
に
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。「
悪
い
時
代
」を
経
験
し
て
い

な
い
私
た
ち
は
、当
時
を
描
い
た
作
品
を
通
じ
て
そ
の
記
憶
を
共
有
す
る
こ
と
で
、現
代
社

会
が
抱
え
る
矛
盾
や
対
立
を
理
解
す
る
た
め
の
準
拠
枠
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
〝
あ
の
時
代
に
逆
戻
り
し
て
は
な
ら
な
い
〞と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
準
拠
枠
を
も
つ一
方
で
、

〝
こ
ん
な
未
来
を
実
現
し
た
い
〞と
思
え
る
よ
う
な
プ
ラ
ス
の
準
拠
枠
を
、学
生
さ
ん
や
地

域
の
方
々
と
と
も
に
想
像
／
創
造
し
て
い
く
こ
と
も
、文
学
研
究
の
大
切
な
目
的
と
な
り

ま
す
。尾
崎
翠
を
は
じ
め
と
す
る
、鳥
取
に
ゆ
か
り
の
あ
る
文
学
者
の
作
品
や
、現
在
鳥
取

で
生
活
し
て
い
る
方
々
が
興
味
を
も
た
れ
て
い
る
作
品
に
様
々
な
角
度
か
ら
光
を
当
て
る

こ
と
で
、文
化
資
源
と
し
て
の
価
値
を
再
発
見
し
、そ
の
活
用
の
仕
方
に
つ
い
て
語
り
合
え

る
よ
う
な
場
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー 

学
生
相
談
部
門
で
は
、す
べ

て
の
学
生
の
皆
さ
ん
が
充
実
し
た
授
業
・
学
生
生
活

を
送
れ
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
を
主
な
業
務
と
し

て
い
ま
す
。学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
は
学
生
の
た
め
の
い

わ
ば「
よ
ろ
ず
相
談
所
」の
よ
う
な
場
所
で
あ
り
、学

生
生
活
を
送
る
う
え
で
困
っ
た
こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ

と
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。学
生
相
談

部
門
は「
な
ん
で
も
相
談
窓
口
」の
運
営
か
ら
、「
学
生

相
談
室
」の
運
営
ま
で
幅
広
い
相
談
に
対
応
し
て
い
ま

す
。学
生
相
談
部
門
に
は
専
任
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
常

駐
し
て
お
り
、各
学
生
の
相
談
内
容
に
応
じ
た
様
々
な

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。鳥
取
大
学
で
の
学
生
生
活
を

よ
り
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、学
習
お
よ
び
生

活
上
の
諸
問
題
な
ど
に
対
応
す
る
総
合
的
な
相
談
お

よ
び
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
障
が
い
等
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、鳥
取
大
学
に
入
学
し
た
す
べ
て
の
学
生
が

充
実
し
た
授
業
・
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、

障
が
い
学
生
等
に
対
す
る
総
合
的
支
援
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
と
各
学

部
や
そ
の
他
関
連
機
関
と
が
連
携
し
、本
人
の
意
向

を
確
認
し
た
う
え
で
、合
理
的
配
慮
の
観
点
か
ら
修

学
支
援
を
始
め
と
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

様
々
な
障
が
い
に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、特
に
近
年
学

内
で
顕
在
化
し
て
い
る
発
達
障
が
い
の
サ
ポ
ー
ト
に

重
点
を
お
い
て
い
ま
す
。学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
は
保
健

管
理
セ
ン
タ
ー
や
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
を
し

て
お
り
、入
学
か
ら
就
職
ま
で
を
通
し
て
支
援
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の「
障
害
者
差
別
解
消
法
」施
行
を

踏
ま
え
、本
学
で
も
現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。従
来
以
上
に
す
べ
て
の
学
生
に
対
し
て
の

組
織
的
な
支
援
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
保
護
者
の
皆
様
、教
職
員
の
方
々
の
更
な

る
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

井上 菜穂

学生支援センター
学生相談部門

　ゴールデンウィーク明けからみられるいわゆる「5月病」、大学生に

多くみられる症状です。4月は新しい環境で緊張の中ハードな履修

をこなして頑張っていた学生さんが、連休あたりで疲れが出てしま

い、やる気がなくなって授業を休み始めてしまったという話をよく耳

にします。朝起きにくくなってしまうのもこの時期からです。5月病は

一人暮らしの学生に多いともいわれています。自宅で親の干渉の

もとで過ごしていた高校生までとは異なり、大学生はよくも悪くも自

由な環境にいるため、自分自身で目標を作っていかないとやる気を

失ってしまいがちです。本学でも6月から夏前は相談が増える傾向

にあります。簡単な生活の目標でいいので、目標をもつことも大切

でしょう。1週間がんばって、週末に「ランチにいく」「小旅行にいく」

といった自分へのご褒美を用意してみるのはどうでしょうか。

農学部生物資源環境学科
２０１５年３月卒業笹本  佳裕

就職先：共和薬品工業株式会社
職  種  ：M R（医薬情報担当者）職

学生支援センター

井上 菜穂
　みなさんこんにちは。現在就職活動中、または来年就職活動を控えている方に
少しでも手助けになろうと思い、ここでは私が就職活動で意識していたことを1つ
のアドバイスとして書かせていただきました。
・エントリーシート（ES）　自身が志望する企業で貢献していきたいことを
端的に表現する
　ESは最初の自己表現の場でかつ最も人数が集中する選考です。人事の方達
は多くのESを読むことになるので、一目見て理解できるように表現を意識して書く
といいです。内容として私がどのように企業にプラスであるのか、同じ業界で何故
他社ではなく志望企業を目指すのかなど意識して書いていました。
　ESを書いたら友人やキャリアセンターで添削してもらうと、客観的にみた意見が
いただけるので大いに参考になります。

・筆記試験　SPIを中心に問題形式や回答の仕方に慣れておく
　企業によってはSPI、WEB試験や独自の試験を設けており一様ではありませ
ん。しかし、全部の試験に対応しようとするとそれだけで時間がなくなるため、私は
SPI、とりわけ苦手な非言語（算数）のみ対策していました。

・面接　日常会話と変わらないが結論から話して次に理由を話すことを意識する
　個人や集団面接は目上の方達と直接会える場だから怖い印象がありますが、
基本は日常会話と変わりません。少し違うのは相手が自分のことを知りたいから多
く聞いてくるという点です。会話の時間としてはかなり短いのですが、あまり気負わ
ず質問に端的に答えて会話することを意識していました。慣れないうちはキャリアセ
ンターで練習したので、積極的に利用してみるといいと思います。



今
学
ん
で
い
る
こ
と
、

こ
れ
か
ら
学
び
た
い
こ
と

米
子
キ
ャ
ン
パ
ス
は

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

鳥
取
大
学
は

ど
ん
な
大
学
で
す
か
？

鳥
取
大
学
を
目
指
す

後
輩
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

鳥
取
大
学
医
学
部
を

選
ん
だ
理
由
は
？

　
　
　

高
校
の
時
に
鳥
大
医
学
部
生

命
科
学
科
の
先
生
が
講
義
に
来
て
く

だ
さ
っ
て
、そ
の
講
義
を
受
け
て
自
分
が

生
命
科
学
に
興
味
が
あ
る
と
気
付
き

ま
し
た
。そ
の
後
、生
命
科
学
科
の
夏
の

見
学
会
に
参
加
し
て
、私
も
こ
の
大
学

で一
緒
に
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
人
助
け
で

き
る
職
業
に
就
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
。高
校
の
時
に
臨
床
検
査
技
師
さ
ん

に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、私

も
こ
ん
な
風
に
働
き
た
い
と
思
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。鳥
大
医
学
部
は
高
校
の

先
生
に
勧
め
ら
れ
て
、調
べ
て
い
る
う
ち

に
いい
大
学
だ
と
思
い
、選
び
ま
し
た
。

　
　
　

僕
も
小
さ
い
頃
か
ら
医
師
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
て
、高
校
生
に

な
っ
て
も
絶
対
に
医
学
部
に
入
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。ど
こ
に
し
よ
う
か

と
考
え
た
時
に
、高
校
の
Ｏ
Ｂ
で
鳥
大

医
学
部
に
進
学
さ
れ
た
先
輩
に
お
会

い
し
て
、い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
く
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。人
が
た
く
さ
ん
い
る

所
よ
り
、人
が
少
な
く
て
医
師
が
足
り

て
い
な
い
場
所
で
の
医
療
に
関
心
が

に
勉
強
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

湖
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、湖
山
全
体

が
学
生
の
街
と
い
う
雰
囲
気
で
す
が
、

米
子
キ
ャ
ン
パ
ス
は
地
域
社
会
の
中
に

大
学
が
あ
る
と
い
う
印
象
で
、学
生
ば

か
り
じ
ゃ
な
く
、附
属
病
院
に
通
勤
さ

れ
る
看
護
師
さ
ん
や
社
会
人
の
方
た
ち

と
も
出
会
え
る
の
で
、世
界
が
広
が
っ
て

い
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

事
例
を
見
な
が
ら
患
者
さ
ん

の
全
体
像
を
と
ら
え
て
、ど
う
い
う
ケ
ア

が
必
要
か
、患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
は
何
か

を
学
ん
で
い
ま
す
。ま
だ
実
習
が
始
ま
っ

て
い
な
い
の
で
つ
か
め
て
い
な
い
部
分
は

あ
り
ま
す
が
、き
ち
ん
と
知
識
を
身
に

付
け
て
、患
者
さ
ん
の
症
状
に
対
処
で

き
、か
つ
技
術
も
備
え
た
、妊
婦
さ
ん
の

気
持
ち
に
寄
り
添
え
る
助
産
師
に
な
り

た
い
で
す
。

　
　
　

医
学
科
３
年
生
は
ま
だ
基
礎

的
な
知
識
し
か
学
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、こ

れ
か
ら
専
門
的
な
こ
と
を
学
ん
で
い
き

ま
す
。僕
は
、ど
ん
な
病
気
の
症
状
で
も

診
て
あ
げ
ら
れ
る「
町
医
者
」の
よ
う
な

医
師
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。外

科
を
専
攻
し
た
と
し
て
も
、風
邪
の
症

状
の
悩
み
を
相
談
し
て
も
ら
え
る
よ
う

な
医
師
に
な
り
た
い
で
す
。す
で
に
医
師

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
輩
に「
自

分
の
専
門
分
野
以
外
を
し
っ
か
り
勉
強

で
き
る
の
は
学
生
の
う
ち
だ
け
だ
」と

教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、今
の
時
間
を

大
切
に
し
て
幅
広
い
分
野
の
知
識
を
吸

収
し
た
い
で
す
。

　
　
　

今
ま
で
は
医
療
や
検
査
方
法

な
ど
の
基
礎
知
識
を
学
ん
で
き
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
実
習
も
始
ま
る
の
で
、患

者
さ
ん
と
の
関
わ
り
方
は
も
ち
ろ
ん
、

ほ
か
の
医
療
従
事
者
の
方
と
の
関
わ
り

方
や
臨
床
検
査
技
師
に
何
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
か
を
見
極
め
る
力
を
養
っ
て
、

求
め
ら
れ
た
も
の
を
発
揮
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
で
す
。私
は
、複
雑
な
症
状

の
病
気
で
も
検
査
で
し
っ
か
り
し
た
結

果
が
出
せ
る
よ
う
な
臨
床
検
査
技
師

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

脳
や
細
胞
の
基
本
的
な
構
造

や
機
能
な
ど
、分
子
レ
ベ
ル
か
ら
個
体

レ
ベ
ル
ま
で
幅
広
い
分
野
の
知
識
を
身

に
付
け
て
き
ま
し
た
。３
年
生
に
な
っ

て
細
か
い
専
門
分
野
に
入
り
、先
生
方

の
研
究
内
容
に
つ
い
て
も
だ
い
ぶ
ん
深

く
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。実
験
実

習
も
始
ま
り
、や
っ
と
研
究
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
て
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

将
来
は
、ま
だ
治
療
法
の
見
つ
か
っ
て

い
な
い
病
気
の
治
療
法
の
解
明
に
貢

献
で
き
る
研
究
が
で
き
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　

自
分
が
や
れ
る
と
こ
ろ
ま
で

や
っ
た
と
言
え
る
自
信
を
付
け
て
、自

分
を
味
方
に
す
る
の
が一
番
で
す
。勉
強

し
て
い
く
中
で
自
分
が
決
め
た
こ
と
を

守
っ
て
い
く
。そ
う
い
う
小
さ
な
積
み
重

ね
が
、自
分
を
信
じ
る
力
に
な
り
ま
す
。

鳥
大
は
学
生
も
先
生
も
い
い
人
ば
か
り

な
の
で
、入
っ
た
後
も
自
分
の
意
志
を

し
っ
か
り
持
っ
て
勉
強
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
　
　

大
学
を
選
ぶ
時
に
鳥
取
と
聞

く
と「
す
ご
い
田
舎
」と
思
う
人
多
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か
？

　
　
　

う
ー
ん
、ち
ょっ
と
思
っ
た（
笑
）。

　
　
　

で
も
、鳥
取
県
は
僕
が
思
っ
て
い

た
以
上
に
都
会
で
、そ
ん
な
に
心
配
す
る

ほ
ど
田
舎
で
は
な
い
と
言
い
た
い
で
す
！

（
笑
）。で
も
、少
し
足
を
延
ば
す
と
自
然

が
た
く
さ
ん
あ
る
し
、勉
強
す
る
に
も
遊

ぶ
に
も
、と
て
も
い
い
環
境
だ
と
思
い
ま

す
。だ
か
ら
、鳥
大
に
興
味

は
あ
る
け
ど
町
並
み
が
不

安
っ
て
思
っ
て
い
る
人
が
い

た
ら
安
心
し
て
下
さ
い
。

　
　
　

そ
う
そ
う（
笑
）。

　
　
　

セ
ン
タ
ー
試
験
の

結
果
で
落
ち
込
ん
だ
り
す

る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
け

ど
、あ
き
ら
め
ず
に
気
持

ち
を
切
り
替
え
て
二
次
試

験
の
勉
強
に
向
か
っ
て
ほ

し
い
で
す
。鳥
大
の
先
生

方
は
関
わ
り
や
す
く
て
悩

み
も
親
身
に
な
っ
て
聞
い

て
く
れ
ま
す
。国
家
試
験

に
つ
い
て
も
丁
寧
に
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
　
　

医
学
部
の
生
命

科
学
科
と
い
う
時
点
で
か

人
ば
か
り
で
、医
療
の
分
野
を
選
ん
で

き
た
人
ば
か
り
な
の
で
、ク
ラ
ス
で
も

自
分
と
考
え
方
が
似
て
い
る
人
が
多

く
、気
心
を
知
れ
た
人
と
一
緒
に
学
べ

る
の
は
自
分
の
た
め
に
な
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　

米
子
キ
ャ
ン
パ
ス
は
部
活
や

サ
ー
ク
ル
活
動
が
盛
ん
で
、み
ん
な
勉
強

だ
け
で
は
な
く
て
バ
イ
ト
も
含
め
て
い

ろ
い
ろ
な
経
験
を
大
学
生
活
で
し
て
い

ま
す
。周
り
に
頑
張
っ
て
い
る
人
が
た
く

さ
ん
い
る
の
で
、刺
激
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。私
は「
パッ
チ
ア
ダ
ム
ス
ク
ラ
ブ
」と
い

う
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
い
て
、附
属
病
院

の
小
児
病
棟
や
す
ぎ
の
こ
保
育
所
に
子

供
た
ち
の
遊
び
相
手
と
し
て
行
き
ま
す

が
、活
動
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
人
に

会
え
る
機
会
を
得
て
い
ま
す
。

　
　
　

附
属
病
院
で
臨
床
医
の
先
生

方
が
実
際
に
働
い
て
お
ら
れ
る
姿
を
常

に
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

憧
れ
て
い
た
職
業
に
近
付
け
た
と
実
感

し
て
い
ま
す
。医
師
は
責
任
の
重
い
仕
事

で
す
が
、患
者
さ
ん
に「
あ
り
が
と
う
」と

言
っ
て
も
ら
え
る
や
り
が
い
の
あ
る
仕

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

私
も
そ
う
思
い
ま
す
。湖
山

キ
ャ
ン
パ
ス
は
の
ど
か
で
大
学
生
活
を
楽

し
む
と
い
う
感
じ
で
し
た
が
、米
子
に
来

て
、専
門
科
目
が
増
え
た
り
、既
に
病
院

で
研
修
さ
れ
て
い
る
先
輩
の
姿
を
見
た

り
し
て
い
る
と
、気
を
引
き
締
め
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　

湖
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は
学
生
が
米

子
キ
ャ
ン
パ
ス
よ
り
多
く
て
、ほ
か
の
学

部
の
人
と
関
わ
る
の
は
刺
激
に
な
り
ま

し
た
が
、米
子
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
っ
て
か

ら
専
門
科
目
が
増
え
た
の
で
、頑
張
ら

な
い
と
い
け
な
い
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。米
子
キ
ャ
ン
パ
ス
も

学
科
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、学
生

同
士
で
話
す
内
容
も
医
療
の
話
を
共

通
の
話
題
と
し
て
で
き
る
し
、お
互
い

あ
っ
た
の
で
鳥
大
を
選
び
ま
し
た
。

　
　
　

鳥
大
医
学
部
附
属
病
院
は
医

療
技
術
が
高
く
、医
学
部
の
研
究
内
容

も
い
い
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。ま
た
、私
は

助
産
師
の
資
格
も
取
り
た
い
の
で
、４

年
間
で
看
護
師
と
保
健
師
、助
産
師

の
３
つ
の
資
格
が
取
得
で
き
る
鳥
大
医

学
部
の
保
健
学
科
を
受
験
し
ま
し
た
。

　
　
　

学
部
の
多
い
ほ
か
の
大
学
み
た

い
に
学
生
の
人
数
が
多
く
な
い
の
で
、学

生
同
士
の
繋
が
り
も
深
く
て
学
祭
も

盛
り
上
が
る
し
、ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
大
学

で
す
。

　
　
　

夏
は
海
で
遊
べ
る
し
、冬
は
ス

キ
ー
場
が
近
い
の
で
大
学
に
入
っ
て
か
ら

ス
ノ
ボ
を
始
め
ま
し
た
。自
然
環
境
が

豊
か
で
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が
で
き
ま
す
。

大
学
の
内
容
も
素
晴
ら
し
い
で
す
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
幼
稚

園
実
習
な
ど
、ほ
か
の
大
学
に
な
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
ま
す
。山

間
部
集
落
で
の
活
動
に
も
興
味
が
あ
る

の
で
、今
後
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
。

　
　
　

鳥
取
は
優
し
く
て
温
か
い
人
が

多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。学
内
も
優
し
い

な
り
特
殊
な
学
科
だ
と
思
う
し
、な
か

な
か
馴
染
み
の
な
い
分
野
だ
と
思
い
ま

す
が
、も
し
生
命
現
象
に
興
味
が
あ
る

人
が
い
た
ら
、見
学
会
や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
来
て
、こ
こ
で
実
際
に
ど
う
い

う
勉
強
が
で
き
る
の
か
を
確
か
め
て
ほ

し
い
で
す
。行
き
た
い
学
科
や
学
び
た
い

気
持
ち
が
あ
れ
ば
、受
験
も
乗
り
越
え

ら
れ
る
し
、入
学
し
て
か
ら
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
も
繋
が
り
ま
す
よ
。

香
川

香
川

香
川

香
川

香
川

大
島

大
島

大
島

三
名

三
名

大
島

大
島

榊榊

三
嶋

三
嶋

三
嶋

三
嶋

三
嶋

榊

榊

榊

榊



フ
コ
イ
ダ
ン
の
制
癌
剤
副
作
用
抑
制

効
果
に
関
す
る
米
国
特
許
を
取
得

　

平
成
27
年
3
月
、医
学
部
池
口
正
英
教
授
研
究
室
と
水
産

加
工
会
社
の
海
産
物
の
き
む
ら
や
の
グ
ル
ー
プ
は
、海
藻
に
含
ま

れ
る
フ
コ
イ
ダ
ン
に
制
癌
剤
副
作
用
を
抑
え
る
効
果
が
あ
る
こ

と
を
立
証
し
、米
国
で
特
許
を
取
得
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、ヒ
ト
培
養
細
胞
を
用
い
た
基
礎
研
究
で
、フ
コ
イ

ダ
ン
が
制
癌
剤
に
よ
り
正
常
細
胞
が
死
滅
す
る
こ
と
を
防
ぐ
効

果
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、実
際
に
癌

患
者
に
対
し
て
、フ
コ
イ
ダ
ン
が
5
│
フ
ル
オ
ロ
ウ
ラ
シ
ル
を
含
む

制
癌
剤
の
副
作
用
を
抑
え
る
効
果
が
あ
る
か
ど
う
か
、臨
床
試

験
に
よ
っ
て
検
証
を

行
っ
た
結
果
、フ
コ
イ

ダ
ン
に
は
、制
癌
剤
治

療
を
行
って
い
る
大
腸

癌
患
者
の
倦
怠
感

を
抑
え
る
効
果
が

あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。 

な
お
、

本
研
究
内
容
は
特

許
出
願
後
、学
術
誌

O
ncologyLetters

に
投
稿
、掲
載
さ
れ

ま
し
た
。

在
宅
医
療
推
進
の
た
め
の
看
護
師

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
講
式
を
開
催

　

医
学
部
附
属
病
院
で
は
、5
月
8
日
に「
在
宅
医
療
推

進
の
た
め
の
看
護
師
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
開
講
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

在
宅
医
療
や
訪
問
看

護
の
必
要
性
が
高
ま

る
中
で
不
足
す
る
人

材
を
確
保
す
る
た
め
、

鳥
取
県
地
域
医
療
介

護
総
合
確
保
基
金
事

業
の
採
択
を
受
け
て
、

取
り
組
ん
で
い
る
も
の

で
す
。

　

式
で
は
、山
本
副
病

院
長
が「
地
域
の
人
が

安
心
し
て
在
宅
医
療

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

訪
問
看
護
に
必
要
な

知
識
と
力
を
身
に
つ
け

て
ほ
し
い
」と
受
講
生
を
激
励
し
ま
し
た
。本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、受
講
生
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
に
応
じ
た
３
つ
の
コ
ー
ス
に
よ

り
、在
宅
医
療
に
必
要
な
能
力
・
技
術
を
働
き
な
が
ら
無
料

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、地
域
と
患
者
・
家
族
に
貢
献
で
き
る
人

材
が
数
多
く
育
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

農
学
部
の
岩
﨑
崇
助
教
ら
が
薬
剤
の

輸
送
を
助
け
る
新
し
い
細
胞
膜
透
過

ペ
プ
チ
ド
を
発
見

　

農
学
部
生
体
制
御
化
学
分
野
・
岩
﨑
崇
助
教
と
、ア
ス
ビ

オ
フ
ァ
ー
マ
株
式
会
社（
代
表
取
締
役
：
南
竹 

義
春
）の
探
索

技
術
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ・
岡
田
浩
幸
博
士
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、

ヒ
ス
チ
ジ
ン
が
連
続
し
た
単
純
な
ペ
プ
チ
ド
で
あ
る『
ポ
リ
ヒ
ス

チ
ジ
ン
』に
高
い
細
胞
膜
透
過
能
が
存
在
し
、生
体
内
で
腫
瘍

組
織（
線
維
肉
腫
）に
集
積
す
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

岩
﨑
助
教
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、ヒ
ス
チ
ジ
ン（
H
）の
み

が
16
ア
ミ
ノ
酸
残
基
連
続
し
た
ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン（
H
16
）に
高

い
細
胞
膜
透
過
能
が
存
在
す
る
こ
と
を
発
見
。ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ

ン（
H
16
）は
新
し
い
細
胞
膜
透
過
ペ
プ
チ
ド
で
あ
り
、薬
物
輸

送
に
お
け
る
有
力
な
新

素
材
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

ポ
リ
ヒ
ス
チ
ジ
ン（
H
16
）

を
薬
物
輸
送
キ
ャ
リ

ア
ー
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
で
、腫
瘍
組
織
に

効
率
的
・
選
択
的
に
薬

剤
・タ
ン
パ
ク
質
・
核
酸

を
輸
送
す
る
薬
物
輸

送
技
術（
D
D
S
）の

開
発
に
つ
な
が
る
と
期

待
さ
れ
ま
す
。

病
院
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
よ
る
全
職
員

対
象
の
研
修
会
を
実
施

　

医
学
部
附
属
病
院
で
は
、5
月
20
日
、全
職
員
を
対
象
に
、

病
院
長
、副
病
院
長
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
よ
る
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
。「
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
目
指
す
鳥
大
病
院

の
明
日
」を
テ
ー
マ
に
、任
期
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や

抱
負
を
直
接
、職
員
に
語
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、医
師
、看

護
師
、コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス

タ
ッ
フ
、事
務
職
員
な
ど

約
3
0
0
人
の
職
員
が

集
ま
り
、病
院
の
目
指

す
方
向
性
や
組
織
の一
員

と
し
て
自
覚
す
べ
き
こ
と

を
共
有
し
ま
し
た
。本

年
4
月
か
ら
病
院
執
行

部
が
新
体
制
と
な
っ
た
こ

と
を
受
け
、院
内
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化
を
図

り
、職
員
の
意
識
向
上
、

組
織
の
活
性
化
な
ど
に

よ
り
、地
域
の
皆
様
に
今

後
ま
す
ま
す
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

病院の目標を語る清水病院長　　　　　 　  研修会の様子

鳥
取
大
学
と
鳥
取
県
教
育
委
員
会
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催

　

5
月
21
日
、鳥
取
市
内
に
お
い
て「
鳥
取
大
学
と
鳥
取
県
教

育
委
員
会
の
意
見
交
換
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
12
回
目
と
な
る
意
見
交
換
会
は
、「
鳥
取
大
学
附
属

小
・
中
学
校
と
鳥
取
県
教
育
委
員
会
と
の
連
携
強
化
に
つ
い

て
」と「
地（
知
）の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創
成
推
進
事
業

〜
地（
知
）の
拠
点
C
O
C
プ
ラ
ス
〜
の
説
明
と
高
大
連
携
に

つい
て
」を
テ
ー
マ
に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
鳥
取
大
学
附
属
小
・
中
学
校
と
鳥
取
県
教
育
委
員
会

と
の
連
携
強
化
に
つ
い
て
」で
は
、教
育
委
員
会
か
ら
県
内
各

学
校
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、そ

の
う
え
で
鳥
取

大
学
附
属
学

校
と
ど
の
よ
う

な
協
力
関
係

が
築
け
る
か
に

つ
い
て
意
見
を

交
わ
す
な
ど
、

有
意
義
な
意
見

交
換
会
と
な
り

ま
し
た
。

意見交換の様子

平
成
27
年
度
名
誉
教
授
懇
談
会
を

開
催

　

5
月
29
日
、鳥
取
市
内
に
お
い
て
平
成
27
年
度
名
誉
教
授

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　

懇
談
会
は
、名
誉
教

授
の
先
生
方
に
大
学
の

近
況
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、大
学
運
営
に
つ
い

て
ご
意
見
等
を
伺
う
機

会
と
し
て
毎
年
開
催
し

て
い
る
も
の
で
す
。 

今

年
度
は
、名
誉
教
授
55

名
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

学
長
、理
事
、副
学
長
、

学
部
長
等
の
出
席
の
も

と
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

名
誉
教
授
の
先
生
方

か
ら
は
、大
学
の
経
営

や
大
学
の
在
り
方
な
ど

に
つ
い
て
幅
広
い
意
見
が

寄
せ
ら
れ
、非
常
に
有

意
義
な
懇
談
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、懇
談
会
の
後

に
昼
食
懇
親
会
も
行
わ
れ
、久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
合
い
、

和
や
か
に
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。

開講式出席者で記念撮影

４月２８日の記者発表で研究成果を説明する池口教授（左）

挨拶する豊島学長 懇談の様子



医学部医学科 ４年

瀬島 千晴さん

※写真は昨年度の様子です。

学生たちが結成する実行委員会が開催に向けて着々と準備中！
模擬店・展示、ビンゴ、フリーマーケット、ゲストライブ等、今年も盛りだくさんの企画
を一から作り上げて、みなさんのご来場をお待ちしています。

　今年のテーマは『わ』です！！和みの
和、笑いの笑、輪になって踊ろうの
輪…、驚きのWa!!…など、様々な
『わ』を皆様と築いていけるような企
画をたくさんご用意しています。
　学生と地域の皆様が一緒に楽し
めるような、地域に開かれた学祭にし
たいと思います。

実行委員長のメ
ッセージ

10.30 金 11.1 日

米子キャンパス

10.10 土 10.12 月

鳥取キャンパス

実行委員長のメ
ッセージ

　風紋祭の実行委員会は1・2年生中心の若い
メンバーで奮闘中です。学生サークルや大学関係
者、地域の方 も々様々なパフォーマンスや模擬店
など、一生懸命準備してくれています。熱気に包ま
れること間違いないでしょう！
　国立大学として、地域に開かれた大学であるこ
とを強くアピールする風紋祭にしたいです。

農学部
生物資源環境学科２年

窪田  薫さん

サークル紹介

マンドリンクラブ
サークル紹介

マンドリンクラブ

指揮者

中嶋 舞さん

（農学部 3年）
幹事長

脇坂 凪さん

（農学部 3年）

　

マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
は
、県
内
外
で
の
演
奏

会
や
、一
年
の
集
大
成
と
な
る
定
期
演
奏
会

に
向
け
て
、日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

部
員
は
現
在
35
名
で
、大
学
入
学
を
機
に

音
楽
を
始
め
た
部
員
が
大
半
を
占
め
て
い
ま

す
。今
ま
で
、音
楽
の
授
業
で
し
か
楽
器
に

触
れ
た
こ
と
の
な
い
初
心
者
で
も
、パ
ー
ト

リ
ー
ダ
ー
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
上

達
す
る
部
員
も
い
ま
す
。

　

練
習
は
週
3
回
を
基
本
に
行
っ
て
い
ま

す
。始
め
に
指
揮
者
を
中
心
と
し
た
全
体
練

習
を
行
い
、続
い
て
６
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か
れ

て
練
習
し
ま
す
。全
体
練
習
で
出
た
指
示
の

確
認
を
し
た
り
、パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
が
パ
ー
ト

員
を
指
導
し
た
り
し
ま
す
。そ
の
際
に
パ
ー
ト

リ
ー
ダ
ー
は
パ
ー
ト
内
の
音
の
バ
ラ
ン
ス
を
重

視
し
、全
員
の
音
が
聴
こ
え
る
よ
う
心
が
け

ま
す
。そ
の
後
、再
び
指
揮
者
を
中
心
に
全

体
練
習
を
重
ね
て
、1
つ
の
曲
を
作
り
上
げ

て
い
き
ま
す
。指
揮
者
は
部
員
が
気
持
ち
よ

く
演
奏
で
き
る
よ
う
な
場
の
雰
囲
気
を
作

る
こ
と
、指
示
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。ま
た
、春
夏
に
合
宿

を
行
い
ま
す
。春
の
合
宿
で
は
他
大
学
と
交

流
し
な
が
ら
、お
互
い
の
演
奏
技
術
を
向
上

さ
せ
、夏
の
合
宿
で
は
定
期
演
奏
会
に
向
け
、

ク
ラ
ブ
内
で
演
奏
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。そ

の
他
に
も
、鳥
取
市
民
音
楽
祭
や
市
内
の
病

院
へ
慰
問
演
奏
の
た
め
に
訪
れ
た
り
し
て
い

ま
す
。

　

練
習
以
外
の
日
も
、音
楽
情
報
を
共
有
し

た
り
、マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
内
で
運
動
会
を
開

催
し
た
り
と
、

先
輩
後
輩
問

わ
ず
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲

気
で
す
。

　

今
後
は
、次

の
演
奏
会
に
向

け
て
部
員
一
丸

と
な
り
、よ
り
一

層
練
習
に
力

を
入
れ
て
い
き

た
い
で
す
。今

年
度
の
定
期
演

奏
会
は
12
月
5

日
に
鳥
取
市
文

化
ホ
ー
ル
で
開

催
す
る
の
で
、

多
く
の
み
な
さ

ま
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

技
術
立
国
の
日
本
に
と
っ
て
、大
変
必
要
な
技

術
だ
と
思
っ
た
。　　
　
　
　

 

（
40
代
、女
性
）

社
会
貢
献

「
社
会
に
役
立
つ
ロ
ボ
ッ
ト
を
目
指
し
て
」

鳥
取
県
が
虐
待
へ
の
対
応
で
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
と
知
り
、驚
き
ま
し
た
。も
っ
と
広
く
知
ら
れ

る
と
よ
い
の
に
残
念
で
す
。　  

（
50
代
、女
性
）

話
題
の
研
究「
養
育
困
難
家
庭
へ
の

　
　
地
域
と
機
関
連
携
に
関
す
る
研
究
」

地
域
医
療
の
大
切
さ
が
よ
く
わ
か
り
、活
動
の

様
子
も
伝
え
て
い
た
だ
き
、未
来
の
医
療
に
安

心
を
感
じ
ま
し
た
。　　
　
　

 

（
50
代
、女
性
）

現
在
の
医
療
が
、技
術
、知
識
、先
端
医
療
技

術
の
発
達
、向
上
の
み
に
私
共
の
関
心
が
行
き

が
ち
に
な
っ
て
い
る
事
に
、「
医
は
仁
術
な
り
」の

言
葉
を
思
い
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。　　
　
　
　
　
　

 

（
70
代
、男
性
）

特
集「
地
域
医
療
学
講
座

　
　 

〝
人
〞に
寄
り
添
え
る
医
療
を
」

も
う
少
し
だ
け
、〝
学
生
が
見
え
る
〞記

事
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。〝
風

紋
〞の
題
字
が
素
敵
で
す
。　 

（
40
代
、女
性
）

支
障
の
な
い
範
囲
で
校
舎
内
の
様
子
や

研
究
室
訪
問
等
の
記
事
や
写
真
が
あ
れ

ば
と
思
い
ま
す
。　　
　
　
　

 

（
40
代
、男
性
）

学
生
の
こ
と
が
見
え
る
、研
究
な
ど
の

「
現
場
」が
見
え
る
、そ
ん
な
記
事
の
ご
要

望
を
よ
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。お
応
え
す
る
た

め
に
、企
画
段
階
で
ご
要
望
を
ふ
ま
え
た
検
討

を
し
て
い
き
ま
す
。風
紋
の
題
字
に
ご
感
想
を

い
た
だ
い
た
の
は
初
め
て
で
す
ね
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。（
T
N
）

記
事
に
ご
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
こ

と
、ま
た
、お
伝
え
し
た
い
こ
と
が
伝
わ
っ

た
喜
び
で
編
集
の
苦
労
も
ど
こ
か
へ
飛
ん
で
い

き
ま
す
。前
号
か
ら「
新
任
教
員
紹
介
」が
ス

タ
ー
ト
。こ
れ
か
ら
も
様
々
な
切
り
口
で
鳥
大

を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。（
T
N
）

このコーナーでは、前号（45号）の読
者アンケートに寄せられた読者の皆さ
んの声をお伝えします。

誌面作りに活かしていきますの
で、風紋への感想やご意見など
をお寄せください。

45
号
は
こ
こ
が
よ
か
っ
た

こ
ん
な
リ
ク
エ
ス
ト
も
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サークル紹介記事は、学生広報スタッフ小谷、冨森、山谷が担当しました。 表紙題字：住川英明（地域学部）

〒680-8550 鳥取市湖山町南4-101
TEL：0857-31-5006　 FAX：0857-31-5018
［ E - m a i l ］ toridai-kouhou@adm.tottori-u.ac.jp
［ホームページ］ http://www.tottori-u.ac.jp

小玉芳敬
山 下 博 樹
西 村 正 広
山 岸 大 輔

塩 﨑 一 郎
遠 藤 常 嘉
上 野 耕 平
西 尾 瀧 雄

（委員長・地域学部）
（地域学部）
（医学部）
（産学・地域連携推進機構）

（工学研究科）
（農学部）
（大学教育支援機構）
（総務課）

鳥取大学に
関する

お問い合せ先

入学試験
学生・学生生活

TEL0857-31-5061
TEL0857-31-5053

研究・産官学連携
授業料納入

TEL0857-31-5608 
TEL0857-31-5029

公開講座・社会貢献
学生就職関係

TEL0857-31-6777
TEL0857-31-5456

その他はホームページ www.tottor i -u .ac.jp/ask をご覧ください。

「風紋」の記事内容について、日々集まる皆様からの

貴重なご意見を活用し、地域に身近で知的な情報誌

となるよう努力してまいります。
風紋読者アンケートにご協力ください

風紋はバックナンバー全てを、鳥取大学ホームページでご覧いただけます。 www.tottor i-u .ac. jp/fumon鳥取大学広報誌 検索検索

WEB上で回答できます

　

皆
様
の
お
手
元
に
本
号
が
届
く

頃
、本
学
は
夏
期
休
業
中
で
す
。し
か

し
、夏
休
み
と
い
っ
て
も
、全
て
の
学
生

が
お
休
み
し
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。こ
の
期
間
に
は
、〝
講
義
〞が
開
講

さ
れ
な
い
だ
け
で
、キ
ャ
ン
パ
ス
の
い
た

る
と
こ
ろ
で
、課
外
活
動
や
卒
業
論

文
、学
位
論
文
作
成
を
含
む
、多
種

多
様
な
教
育
・
研
究
活
動
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
号
で
は
、創
立
50
周
年
を
迎
え
た

工
学
部
の
姿
に
つ
い
て
、〝
刷
新
さ
れ
た

伝
統
工
学

－

学
び
の
可
能
性
は
無
限

大

－

〞と
題
し
て
、特
集
記
事
を
組
み

ま
し
た
。半
世
紀
に
わ
た
り
、い
た
る
と

こ
ろ
に
中
核
的
人
材
を
送
り
続
け
て

き
た
工
学
部
が
、本
年
度
、既
存
の
８

学
科
を
４
学
科
体
制
へ
と
改
組
し
ま

し
た
。そ
の
改
組
の
ね
ら
い
が
伝
わ
り

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。 

　

ま
た
、「
訪
問
看
護
師
育
成
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」や
鳥
取
の
地
の
利
を
生
か
し

た「
マ
リ
ン
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
応
用
研

究
」、学
生
の
た
め
の
よ
ろ
ず
相
談
所

「
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
」等
の
取
り
組

み
、そ
し
て
、「
大
学
祭
」や
学
生
対
談

「
米
子
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
医
学
部
生

た
ち
編
」な
ど
の
記
事
を
通
し
て
、鳥

大
の
今
を
切
り
取
り
ま
し
た
。

　

本
号
の
ど
の
記
事
に
興
味
を
惹
か

れ
た
で
し
ょ
う
か
。も
っ
と
深
く
知
り
た

い
記
事
は
あ
り
ま
し
た
か
。是
非
と
も

お
教
え
下
さ
い
。皆
様
の
声
が
よ
り
良

い
次
号
を
編
集
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
な
り
ま
す
。今
後
と
も
、こ
の〝
風

紋
〞を
通
し
て
、皆
様
の
身
近
な
存
在

に
鳥
取
大
学
が
あ
り
続
け
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

（
I
S
）

I N F O R M AT I O Nお知らせ

● 講   師／アイシン・エィ・ダブリュ株式会社
　　　　　  取締役・専務執行役員    太田　浩一氏

● 会   場／鳥取大学工学部大学院棟 大講義室
                 （鳥取市湖山町南4丁目101）

● 日   時／平成27年10月24日（土） 14：00～16：30
                14：00～　記念式典
                15：10～　記念講演会

公開講座のご案内 申込不要・受講料無料 鳥取大学工学部創立50周年記念事業
　大学の専門的、総合的な教育・研究機能を開放して、一般の方に広く
学習の機会をご提供します。

会場は、いずれも鳥取県立図書館２階 大研修室（鳥取市尚徳町101）
問い合わせ：鳥取大学研究・国際協力部社会貢献課　TEL 0857-31-6777

記念式典・記念講演会を開催

● 日   時／9月12日（土） １０：３０～１２：００
● 講   師／農学部　教授　石原　亨

大山エキナセアの有効利用を志向した
抗インフルエンザ活性物質の探索講座名

● 日　時／9月26日（土） １０：３０～１２：００
● 講　師／地（知）の拠点整備推進室　講師　天野　恵子

地域産業と教育活動との連携効果および
雇用との関連性に関する調査研究講座名

　鳥取大学工学部創立50周年にあたり、これまで本学部の発展にご尽力
いただいたご来賓の皆様、卒業生の方々、大学関係者及び本学部教職員
による記念式典を挙行します。また、式典後には記念講演会を開催します。


